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新しい次
じ だ い

代への架け橋予算

平成27年度

今年度は、志賀町合併 10周年を迎えます。
能登の里山里海世界農業遺産認定をはじめ、
北陸新幹線金沢開業など、注目が集まる石川県。

この好機に、交流人口拡大をはじめ、
教育環境の整備や誘客促進に力を入れ、

人口減少問題への対応や
地方創生の実現を目指します。

　商工業・観光の振興

継 企業誘致対策費　　　　　　   【7,631 万５千円】
　企業立地補助金、工業団地工場誘致奨励金、アドバイザー賃
　金などの企業誘致対策

　環境対策

継 地球温暖化対策費　　　　　　　　  【200 万円】
　住宅用太陽光発電システム設置補助
　（１ｋｗあたり７万円補助※限度額 28万円）

臨 石川県海岸漂着物地域対策推進事業【5,548 万 9千円】
　志賀町全域の海岸漂着物などの回収および処理

　世界農業遺産関連事業

継 美しい農村再生支援事業　　　   【100 万１千円】
　美しい農村を次世代に継承するため、棚田・疎水などを保全・
　継承する取組支援

健康福祉対策

臨 臨時福祉給付金給付事業　　　　  【3,200 万円】
　消費税率引き上げによる低所得者への影響緩和策

新 相談支援事業　　　　　　　　　　  【240 万円】
　精神障害者などの対応を専門機関に委託して実施

拡 市町村母子保健推進事業　　   【1,778 万９千円】
　妊産婦・乳幼児健診の実施と健診費用の一部助成

　北陸新幹線金沢開業による
　交流人口の拡大を図る誘客対策

拡 地域交流型合宿等助成金交付事業　   【360 万円】
　町の宿泊施設に延べ 30人泊以上する高校・大学合宿などに対する助成

拡 誘客促進レンタカー利用者宿泊助成金交付事業 【200 万円】
　レンタカーを利用し、町内宿泊
　施設の宿泊を対象とした助成

子育て支援対策

継 乳幼児・児童医療費助成事業    【4,916 万６千円】
　０歳児から 18 歳到達の最初の３月 31 日までの間にある子
　どもの医療費助成

臨 子育て世帯臨時特例給付金給付事業   【957 万円】
　消費税率引上げによる子育て世代への影響緩和策

継 出産祝金交付事業　　　　　　　    【1,110 万円】
　出産した幼児を養育する保護者に祝金（商品券）を交付

臨 放課後児童クラブ施設整備事業【３億 8,399 万７千円】
　放課後児童クラブ整備に伴う設計業務委託料および工事請負費

新 ：新規事業
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　教育環境、生涯学習の充実および施設整備

継 統合小学校建設事業　　  【19億2,339万７千円】
　統合小学校建設事業経費

　（設計監理委託料、工事請負費、備品購入費など）

臨 スクールバス購入事業　　　    【2,872 万８千円】
　統合小学校の遠距離児童登下校時に、送迎するためのマイク

　ロバス購入

新 夏休み学習サポート事業　　　   【508 万５千円】
　夏季休業期間を利用し、

　大学生を講師に招き、

　受験対策に特化した

　学習支援を行う

臨 文化財案内標識等整備事業   　　【368 万４千円】
　重要文化財・県指定文化財に案内看板および案内標識を設置

　農林水産業の振興

新 有害鳥獣被害対策事業　　　　   【197 万７千円】
　農作物などの被害を防止
　するため、イノシシ捕獲
　奨励金、鳥獣対策費補助
　金を交付

新 道の駅交流事業　　　　　　　　 【41 万５千円】
　道の駅「ころ柿の里しか」と和歌山県九度山町の道の駅「柿
　の郷くどやま」との交流事業

臨 ふるさと漁村づくり事業　　　　　   【850 万円】
　船溜まり入港口に防波
　堤を延伸し小型船舶の
　入港、荷下し、停泊の
　安全性を図る

　地域幹線道路の整備

新 福野坪野連絡線等道路改良事業　    【5,640 万円】
　広域圏埋め立て処分場の地元振興策として基幹道路を整備

新 都市計画道路高浜東部団地線整備事業【１億 48万４千円】
　都市計画道路高浜東部団地線を整備

継 基幹道路整備事業　　　   【２億 3,526 万７千円】
　都市計画道路福野川尻橋線、町道高浜東部団地線などを整備

　災害に強いまちづくり対策

継 地域防災組織育成事業　　　　   【632 万２千円】
　自主防災組織を立ち上げた地域への防災関連備品の配備およ
　び自主防災組織リーダー育成

臨 消防通信機器整備事業　　　　   【538 万７千円】
　消防ポンプ車への双方向通信機器の取り付けなど

臨 農村地域防災減災事業　　　　　    【3,344 万円】
　ため池ハザードマップの作成や耐震調査

新 道路構造物定期点検事業　　　　    【1,500 万円】
　道路構造物の定期点検による適切な維持管理

新 がけ地災害防止対策事業　　　　　   【300 万円】
　がけ地の防災工事または災害により被災した場合の応急復旧
　工事に対し、経費の一部を助成

臨 小学校非構造部材耐震化対策事業【１億6,360万５千円】
　志加浦、土田、下甘田小学校体育館の非構造部材（照明器具、
　内装材、設備機器など）の耐震化対策

　若者の定住促進

継 住宅地内整備事業　　　　　    【6,536 万２千円】
　定住促進住宅地内整備（道路、上水道、消雪設備など）

継 定住促進住宅地整備事業　　    【2,687 万３千円】
　定住促進住宅地造成
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150億  2,000万円
一般会計予算　　　（前年度比　16億 5,000 万円の増額）

用語解説
町税：皆さんから納めてもらう町民税や固定資産税、軽自
動車税など

地方交付税：町の財政需要に応じて国から交付されるお金
国庫支出金：町が法令に基づき実施しなければならない事
務や国と相互に利害関係のある事業などに対して、国が
負担すべきものの総称

県支出金：特定の事務・事業の全部または一部に充てるた
めに県から支出されるお金

繰入金：基金から繰り入れるお金
町債：町が国や県、金融機関などから借りるお金
分担金・負担金：町で行う特定の事業により特別の利益を
受ける人から、その受益を限度として徴収するもの

地方譲与税：皆さんが納めた国の税金の一部が町に譲与さ
れるお金

諸収入：特定の歳入のための科目ではなく他の収入科目に
含まれない収入をまとめた科目

使用料・手数料：施設の使用料や住民票の写しなどの発行
手数料など

財産収入：公有財産のうち行政財産を除いた財産の貸付や売
払、基金運用利息などによる収入

266億3,457万1千円予算総額
一般会計＋特別会計＋企業会計　　（前年度比 21 億 1,801 万 4千円 の増額）

町税
51億4,204万7千円
(34.2%)

繰入金
15億5,871万3千円
(10.4%)

国庫支出金
19億6,598万5千円
(13.1%)

その他
4億9,519万1千円(3.3%)

財産収入
5,467万9千円 (0.4%)

諸収入
1億2,087万5千円 (0.8%)

地方譲与税
1億5,000万円 (1.0%)

地方交付税
29億6,300万円
(19.7%)

県支出金
7億2,591万円
(4.8%)

町債
15億1,160万円(10.1%)

分担金・負担金
2億3,723万4千円 (1.6%)

使用料・手数料
9,476万6千円 (0.6%)

歳  入

平成27年度

歳
入
で
は
、
原
子
力
発
電
所
に
係
る

固
定
資
産
税
な
ど
の
減
収
が

見
込
ま
れ
る
中
で
の
厳
し
い
予
算
編
成
と
な

り
ま
し
た
。
統
合
小
学
校
建
設
事
業
や
定
住

促
進
住
宅
地
造
成
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
が

重
な
り
、
一
般
会
計
の
総
額
は
、
対
前
年
度

16
億
５
千
万
円
増
の
１
５
０
億
２
千
万
円
、

特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総

額
は
、
対
前
年
度
21
億
１
，
８
０
１
万
４
千

円
増
の
２
６
６
億
３
，
４
５
７
万
１
千
円
と

な
り
、
町
債
や
各
種
基
金
の
繰
入
に
よ
り
必

要
財
源
を
確
保
す
る
な
ど
、
４
年
連
続
プ
ラ

ス
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆会計別予算
区　分 予算額 前年度比

一般会計 150億 2,000 万円 12.3％
特別会計

国民健康保険特別会計 31億 8,706 万 9千円 11.4%
後期高齢者医療特別会計 3億 1,061 万 5千円 △   5.3%
農業集落排水事業特別会計 4億 7,873 万 9千円 △   9.7%
公共下水道事業特別会計 13億 2,839 万 2千円 18.6%
地域し尿処理施設整備事業特別会計 1億 1,555 万 6千円 61.9%
簡易水道事業特別会計 1,537 万 7千円 △   0.9%
介 護 保 険 特 別 会 計 27億 9,050 万 7千円 0.5%
町立診療所事業特別会計 1億 6,223 万 8千円 △   0.2%
ケーブルテレビ事業特別会計 5億 8,556 万 4千円 26.3%
企業会計
水 道 事 業 会 計 10億 3,094 万 3千円 △ 15.1%
町立富来病院事業会計 16億 957 万 1千円 0.5%

予算総額（合計） 266億 3,457 万 1千円 8.6%
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特別会
計・企業会計

　　
52 万 8,897 円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　　
　　一

般会計　68 万 3,971 円　　　

121万2,868円
町民一人あたりの予算額

ケーブルテレビ
26,665 円

水道
47,647 円

病院・診療所
80,683 円

介護保険
127,072 円

国民健康保険
145,131 円 議会費

6,139 円
農林水産業費
37,800 円

総務費
102,416 円

土木費
56,335 円

民生費
162,025 円

消防費
20,923 円

教育費
143,512 円

衛生費
65,264 円

公債費
72,511 円

商工費
13,176 円

その他
1,139 円

後期高齢者医療
14,145 円

下水道
87,554 円

（平成 27年 2月末日　現在の人口：21,960 人）

民生費
35億5,807万9千円
(23.7%)

公債費
15億9,233万2千円
(10.6%)

総務費
22億4,904万5千円
(15.0%)

教育費
31億5,152万3千円
(21.0%)

衛生費
14億3,320万5千円
(9.5%)

衛生費
14億3,320万5千円
(9.5%)

土木費
12億3,712万円
(8.2%)

農林水産業費
8億3,010万円
(5.5%)

消防費
4億5,948万2千円
(3.1%)

商工費
2億8,933万6千円(1.9%)

議会費
1億3,480万7千円(0.9%)

労働費
5,996万6千円(0.4%)

その他
2,500万5千円(0.2%)

歳  出

労働費
2,731 円

歳
出
で
は
、
高
浜
町
東
部
地
区

で
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
メ
ー

ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
定
住
促
進
住
宅

地
整
備
事
業
を
実
施
。
32
区
画
を
分
譲

開
始
予
定
で
す
。
併
せ
て
上
下
水
道
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
伝
送
路
、
都
市
計
画
道
路
の

整
備
な
ど
を
進
め
、
若
者
の
定
住
促
進

策
の
起
爆
剤
と
し
て
活
気
と
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
施
設
の
整
備
、
子
育
て

支
援
の
充
実
策
と
し
て
、
平
成
28
年
４

月
の
開
校
に
向
け
た
志
賀
地
域
の
統
合

小
学
校
（
志
賀
小
学
校
）
校
舎
棟
建
築

工
事
の
ほ
か
、
小
学
校
に
隣
接
し
て
志

賀
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
を
整
備

し
ま
す
。
富
来
地
域
で
も
富
来
小
学
校

の
空
き
教
室
を
利
用
し
て
志
賀
町
富
来

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
向
け
た

整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
『
夏
休
み
学
習
サ
ポ
ー
ト
事

業
』
と
し
て
、
志
賀
・
富
来
両
中
学
校

の
３
年
生
を
対
象
に
、
夏
季
休
業
期
間

中
、
大
学
生
が
先
生
役
を
務
め
る
高
校

受
験
の
無
料
支
援
講
座
を
開
講
。
学
力

向
上
・
教
育
費
の
負
担
軽
減
・
格
差
是

正
を
図
り
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
や
能
越
自
動

車
道
路
全
線
開
通
後
の
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
る
誘
客
対
策
で
は
、
町
内
の
宿

泊
施
設
利
用
に
よ
り
、
レ
ン
タ
カ
ー
料

金
の
一
部
を
助
成
す
る
『
誘
客
促
進
レ

ン
タ
カ
ー
利
用
者
宿
泊
助
成
金
交
付
事

業
』
の
対
象
を
拡
大
。
平
成
27
年
１
月
か

ら
富
山
県
レ
ン
タ
カ
ー
協
会
加
盟
店
を
追

加
し
ま
し
た
。
加
え
て
、『
地
域
交
流
型

合
宿
等
助
成
金
交
付
事
業
』
の
対
象
を
県

内
の
高
校
・
大
学
へ
拡
充
す
る
な
ど
滞
在

型
の
観
光
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

今
年
度
予
算
を
、
新
し
い
次
代
へ
の
架

け
橋
予
算
と
し
て
、
教
育
環
境
の
整
備
や

誘
客
促
進
に
力
を
入
れ
、
人
口
減
少
問
題

へ
の
対
応
や
地
方
創
生
の
実
現
を
重
視
し

た
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。


